
　
天
正
一八
年（
一五
九
〇
）に
江
戸
に
移
っ
た
徳

川
家
康
は
、慶
長
六
年（
一六
〇
一）東
海
道
、中

山
道
、日
光
街
道
、甲
州
街
道
、奥
州
街
道
の
五

つ
の
街
道
と
宿
駅
を
制
定
。慶
長
九
年（
一六
〇

四
）に
は
、街
道
の
幅
員
を
五
間
と
し
、一里
を
三

六
町
と
決
め
て
路
傍
に
は
榎
な
ど
を
植
え
た一

里
塚
を
築
か
せ
た
。ま
た
、街
道
の
両
側
に
は

道
幅
を
特
定
す
る
た
め
に
並
木
を
植
え
、そ
れ

に
よ
り
旅
人
の
た
め
の
木
陰
を
提
供
し
た
。

　
東
海
道
の
箱
根
湯
本
か
ら
の
道
筋
は
、鎌
倉
時

代
か
ら
使
わ
れ
た
中
世
東
海
道
の
尾
根
筋
か
ら

谷
筋
へ
と
経
路
が
変
更
さ
れ
た
。元
箱
根
か
ら
箱

根
宿
ま
で
は
中
世
の
経
路
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、箱
根

宿
か
ら
三
島
宿
ま
で
は
中
世
の
箱
根
越
え
の
道

の
東
南
側
に
並
行
し
て
新
し
く
道
が
作
ら
れ
た
。

　
小
田
原
が
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
の
は
小

田
原
北
条
氏
の
進
出
後
で
、城
は
拡
張
さ
れ
、そ

の
守
り
の
固
さ
で
上
杉
謙
信
や
武
田
信
玄
を
も

退
け
た
。天
正
一八
年（
一五
九
〇
）豊
臣
秀
吉
の

小
田
原
攻
め
に
よ
り
北
条
氏
は
小
田
原
城
を
明

け
渡
す
。領
地
は
徳
川
家
康
に
与
え
ら
れ
、そ
の

後
西
へ
の
防
衛
の
要
と
し
て
大
久
保
氏
や
稲
葉

氏
な
ど
の
譜
代
大
名
が
小
田
原
城
に
入
っ
た
。

　
小
田
原
宿
は
慶
長
六
年（
一六
〇
一）に
成
立
。

江
戸
を
発
って
か
ら
九
番
目
の
宿
場
で
、起
点
の

日
本
橋
か
ら
の
距
離
は
約
八
〇
㎞
。手
前
の
大

機
宿
か
ら
は一六
㎞
あ
り
、そ
の
間
に
間
の
宿
の

梅
沢
や
酒
匂
川
が
あ
っ
た
。

　
幕
府
は
江
戸
防
衛
の
た
め
東
海
道
の
主
要
河

川
に
橋
を
架
け
な
か
っ
た
が
、酒
匂
川
も
延
宝
二

年（
一六
七
四
）に
船
渡
し
か
ら
徒
歩
渡
し
と
な

り
旅
人
は
川
越
人
足
の
肩
や
輦
台
で
川
を
渡
っ

た
。小
田
原
宿
か
ら
次
の
箱
根
宿
ま
で
は一六
㎞

あ
ま
り
あ
り
、険
し
い
箱
根
越
え
を
控
え
、ほ
と

ん
ど
の
旅
人
は
小
田
原
に
泊
ま
っ
た
。

　
小
田
原
宿
に
は
本
陣
と
脇
本
陣
が
四
軒
ず
つ

あ
っ
て
東
海
道
で
最
多
。旅
籠
の
数
は
江
戸
時
代

後
期
で
九
五
軒
あ
り
、東
海
道
最
大
級
の
宿
場
町

よ
り
宿
駅
伝
馬
制
度
が
作
ら
れ
て
か
ら一七
年
後

で
あ
る
。箱
根
越
え
の
道
の
険
し
さ
に
難
儀
し
た

参
勤
交
代
の
大
名
た
ち
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も

の
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
当
初
、幕
府
は
元
箱
根
へ
の
宿
場
の
設
置
を
検

討
し
た
が
、箱
根
権
現
の
門
前
町
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
新
た
に
芦
ノ
湖
畔
を
開
拓
。小
田
原
宿
と
三

島
宿
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
軒
を
移
住
さ
せ
た
。

　
旧
箱
根
宿
の
中
心
部
に
は
、今
も
小
田
原
町
、

三
島
町
の
名
前
が
残
る
。

　
そ
の
後
、江
戸
か
ら
一〇
番
目
の
宿
場
と
し
て

規
模
を
拡
大
。江
戸
時
代
後
期
に
は
、問
屋
場
二

軒
、本
陣
六
軒
、脇
本
陣
一軒
、旅
籠
の
数
は
三
六

軒
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
箱
根
は
温
泉
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、奈

良
時
代
の
発
見
と
さ
れ
る
湯
本
な
ど
歴
史
あ
る
温

泉
場
が
複
数
あ
る
。三
枚
橋
で
東
海
道
と
分
岐
す

る
七
湯
道
の
沿
線
に
は
、湯
本
、塔
之
沢
、堂
ヶ
島
、

宮
ノ
下
、底
倉
、木
賀
、芦
之
湯
が
あ
り
、江
戸
時
代

の
初
め
頃
か
ら
箱
根
七
湯
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

　
江
戸
か
ら
気
軽
に
訪
ね
る
こ
と
の
で
き
る
箱

根
は
行
楽
地
と
し
て
庶
民
の
人
気
を
呼
び
、浮
世

絵
な
ど
に
も
多
数
描
か
れ
た
。

　
江
戸
時
代
初
期
に
は
、幕
府
の
直
轄
地
と
し
て

伊
豆
国
を
管
轄
す
る
代
官
所
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
当
時
、伝
馬
、久
保
、小
中
島
、大
中
島
の
四
町

あ
た
り
が
宿
場
の
中
心
地
と
な
って
お
り
、こ
の
四

町
が
中
心
と
な
って
三
島
宿
を
運
営
し
て
い
た
。本

陣
に
は
、一の
本
陣
と
呼
ば
れ
た
世
古
本
陣
と
二
の

本
陣
・
樋
口
本
陣
の
二
軒
が
あ
り
、脇
本
陣
は
三

軒
で
旅
籠
の
数
は
七
四
軒
あ
っ
た
。箱
根
越
え
を

控
え
た
西
か
ら
の
旅
人
は
三
嶋
大
社
に
祈
願
を

し
、無
事
に
箱
根
越
え
を
終
え
た
東
か
ら
の
旅
人

は
三
島
宿
で
山
祝
い
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 制作・発行：箱根八里街道観光推進協議会



の
東
南
側
に
並
行
し
て
新
し
く
道
が
作
ら
れ
た

　
箱
根
路
、箱
根
旧
街
道
と
も
呼
ば
れ
る
東

海
道「
箱
根
八
里
」は
、険
し
い
箱
根
山
を
江
戸

防
衛
の
要
と
し
て
、三
島
側
の
西
坂
は
関
東
に

侵
入
す
る
敵
を
発
見
し
や
す
い
尾
根
道
、小
田

原
側
の
東
坂
は
外
敵
を
迎
撃
し
や
す
い
谷
筋

に
経
路
が
と
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

後
期
で
九
五
軒
あ
り
東
海
道
最
大
級
の
宿
場
町

で
あ
っ
た
。

　
小
田
原
宿
と
三
島
宿
の
間
に
箱
根
宿
が
設
け

ら
れ
た
の
は
元
和
四
年（
一六一八
）。徳
川
家
康
に

　
三
島
は
伊
豆
国
の一宮
で
あ
る
三
嶋
大
社
の
門

前
町
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
た
。

　
江
戸
日
本
橋
か
ら
数
え
て
十一番
目
の
宿
場
町

で
あ
り
、三
嶋
大
社
門
前
で
東
海
道
と
下
田
街

道
、甲
州
道
が
交
差
す
る
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
。

８
相模湾で揚がる鮮魚を加工した蒲鉾を、周
辺の温泉宿などで販路を拓き、小田原の名
物に育てあげた老舗群。
歴史的な木造建築物も複数残る。

６
江戸時代には小田原藩の藩庁があった。
石垣と漆喰（しっくい）塗りの白壁や復元天
守、城門などは城下町時代の名残りを伝
え、小田原宿のシンボル的存在でもある。

小田原宿の出入口として木戸門を設け、
番所が置かれていた。当時の地形が国道
１号の北と南にわずかに残る。一里塚は
石碑の位置よりさらに南側にあった。

江戸口見附１

北条氏政が建てたと伝わる稲荷社で小田
原宿の出入り口の象徴となっていた。稲
荷社の西側に回り込む部分が当時の東海
道である。

北條稲荷２

大雄山最乗寺の杉で作られているため魔
除けにもなり、破れにくく丈夫で懐中に収
められることが「三徳」とされた。実用的
で旅のお守りともなる、小田原発祥の旅の
道具であった。

小田原提灯７

小田原は相模湾の豊富な資源に恵まれ、
古くから漁業や水産加工業が発達。蒲鉾
の一大産地として知られており、宿場町の
料理やお土産のみならず、東海道を通じ
江戸で販売されていたと記録されている。

小田原蒲鉾９

11
箱根口にある戦国自体から続く薬商。外郎（う
いろう）家は北条早雲に招かれて小田原に移住。
江戸時代には宿老を務めた。家伝薬を販売す
るとともに、菓子の「ういろう」も製造販売。東
海道を往来する旅人に知られていた。漆喰塗り
の八ツ棟造りの建物の奥には蔵を利用した博物
館があり、伝来の資料を展示している。

江戸時代初期より東海道に面する旧中宿
町にあり、薬種商を営んできた老舗。関
東大震災で倒壊した旧店舗の材料を用い
て大正14年（1925）頃に完成した現在の店
舗は旧店舗の重厚な風格を継承し、往時
の景観を今に伝えている。

小西薬局10
文化・文政期（1804～1830）以降、小田
原宿の旅籠では、箱根越えのため朝立ち
する旅人の弁当に梅干しが重宝され、盛
んに生産された。『東海道中膝栗毛』でも
小田原の名産品として紹介されている。

小田原梅干し12

早川の水を板橋付近から取り入れ、東海
道沿いに水路を造り城下へ流した上水道。
北条氏康の時代には存在が確認でき、日
本最古の上水道といわれている。

小田原用水13

小田原宿に４軒あった本陣のうちの筆頭。
清水金左衛門家は江戸時代に町年寄も務
め、宿場や町政の運営に携わっていた。

清水金左ヱ門本陣
（明治天皇宮ノ前行在所跡）
４

片岡家は本町の町名主でもあった。清水
金左ヱ門本陣とともに、明治天皇が宿泊
した行在所として市の史跡となっている。

片岡本陣
（明治天皇本町行在所跡）
５

戦国時代に北条氏から厚い崇敬を受け、
江戸時代には宿内19町の総鎮守で、旅
人たちが安全を祈願していたとされる。

松原神社３

１江戸口見附

４清水金佐ヱ門本陣

４
９
８

11

10

13

９

７

６

12

12

６小田原城跡

12小田原梅干し
　小田原駅前梅干博物館
　　（ちん里う本店）

７小田原提灯
　小田原市郷土文化館

５

５片岡本陣

９小田原蒲鉾
　かまぼこ歴史館（鱗吉）

９小田原蒲鉾
　鈴廣かまぼこ博物館

12小田原梅干し
　梅万資料館（欄干橋ちん里う）

３松原神社

２北條稲荷

８かまぼこ通り

10小西薬局

13小田原用水

11ういろう
　外郎博物館

小田原城跡

かまぼこ通り

ういろう



江戸時代に宿場間に置かれた間の
村のひとつ。宿泊はできなかったが、
休憩ができる茶屋もあり険しい山道
を行く旅人で賑わった。

14

異なる色の天然木を組み合わせて
模様を作る寄木細工は、江戸時代
から畑宿で盛んに作られるようにな
り、旅人の土産物として街道筋に
知れ渡った。

15

江戸日本橋から23里目にあたる一里
塚。直径約９ｍの円形に石積を築
き小石を積み上げて土を盛って復
元。塚の上には標識樹となる樅と
槻が植えられた。

16

箱根峠に向かう登り二町あまりの坂道。
かつて付近に西海子の木があったため
その名がついたとされる。

17
富士山を背景に、箱根の山々に囲
まれて清らかな水を湛える芦ノ湖。
その畔に建つ箱根神社は、箱根の
山々を祀り、参詣に立ち寄る多くの
旅人で賑わった。

20

江戸時代、旅人の往来を監視する
ために箱根に置かれた関所。徳川
幕府は、箱根山を江戸の防衛のた
めに重視。関所は小田原藩によっ
て管理運営され、特に「出女」に対し
ては、厳重な取り調べが行われた。

23

江戸時代に旅人を夏の日差しや冬
の風雪から守るために杉を植えて
並木を作った。冷涼湿潤な気候を
好む杉の並木は東海道唯一で、天
を衝く巨木400本あまりが街道の両
側に連なる。

21 2225
街道のすぐ南側に１基残る一里塚。
塚の上には、アセビやツツジが生えて
いるが、江戸時代の記録には塚に木
は植えられていないと記されている。

26
江戸時代の絵図には６ヶ所の石橋
が描かれており、発掘調査で出土し
た「一本杉の石橋」が往時のままの
姿で保存されている。

より築
臣秀
た。堀
「障子
で城が
た。

江戸時代から続く街道沿いの茶店。
囲炉裏のきられた茅葺の建物で甘
酒が名物。旅行者が休憩するため
の施設として今も賑わう。

18

戸時
にも
れた。
畳が

石畳
雨の日には脛までつかる悪路と言わ
れた東海道に、延宝８年（1680）に
石を敷き詰め石畳の道にした。峠
道の石畳の規模は当時日本随一。

箱根旧街道（石畳）19

18

1415

16
17

21

20

24

25

26

28
29

30
27

18甘酒茶屋19箱根旧街道（石畳）
20芦ノ湖と箱根神社24甲石坂25山中一里塚

26願合寺地区の石畳

21箱根旧街道の杉並木

22

22箱根旧街道の杉並木

23

23箱根関跡

28腰巻地区の石畳

石畳

24
坂道の途中に、かつて豊臣秀吉ゆ
かりとされる兜石があったことから甲
石坂と呼ばれた。箱根竹におおわれ
た坂道は往時の風情を伝えている。

中城
崎出
埋め

14畑宿の集落15寄木細工

17西海子坂 16畑宿一里塚

27山中城跡

19

はた じゅく

畑宿の集落西海子坂芦ノ湖と箱根神社

箱根旧街道の杉並木 甘酒茶屋

箱根関跡

甲石坂

山中一里塚石畳

願合寺地区の石畳

寄木細工

畑宿一里塚



2023現在

38
西坂を下り、三嶋大社へと続く旧街道
沿いに残る松並木。約１km続く松並木
は現在の東海道では最長。源頼朝に
因む初音ヶ原の地名が残り、富士山の
眺望地でもある。

27
小田原防衛のため後北条氏によ
城され、天正18年（1590）に豊
吉の小田原攻めにより落城した
底をワッフルのように掘り残した「
堀」がみどころ。街道を挟んで
築かれ、関所の役割も担ってい

32
笹原新田は、東海道の整備にともな
い開かれた５つの新田集落のひとつ。
このあたりまで峠道を下ると視界が開
け、駿河湾と伊豆半島を一望できる。

街道から少し離れた南側の高台に１基
残る一里塚。塚の上には椎の木が生え
ているが、江戸時代の記録には松と記
されている。

3336 37
街道の両側に一対２基残る一里塚は、
東海道では７ヶ所のみ。塚の上には榎
があるが、江戸時代の記録には、南
側は榎、北側は松と記されている。

街道沿いの新田集落の人々は、明治に
なり通行量が減ると、箱根山西麓の山肌
を開墾。耕作地を広げ畑作に生活の糧
を求めた。富士山を背景にした大根干し
は三島の初冬の風物詩となっている。

34

浅間平地区富士見平は、江戸
代の旅日記『東街便覧図略』
富士山の眺望地点として描かれ
一部の区間はトンネルの上に石
復元されている。

浅間平地区の石29

江戸時代の石畳設計書に「水はき」
と記載されている「斜めの排水路」
が現在も残る。一部の区間はトンネ
ルの上に石畳が復元されている。

上長坂地区の石畳31

伊豆半島最大の観音菩薩坐像と脇侍
の不動明王、毘沙門天立像を祀る。観
音菩薩坐像を背負った旅の僧がこの地
で動けなくなり、菩薩のお告げと思い庵
を結び像を祀ったという伝承がある。

普門庵の仏像

錦田一里塚

箱根旧街道の松並木

35
仮名文字で印刷された日本最古の暦とされ
る。文字の美しさ線の繊細さに定評があり、
東海道土産としても知られた。暦師の館は
三嶋暦を製造販売してきたと伝えられる河
合家の旧宅を活用した博物館となっている。

三嶋暦と三嶋暦師の館39
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31上長坂地区の石

30富士見平の眺望
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35普門庵の仏像

36錦田一里塚

37錦田一里塚

28
腰巻地区の石畳の下からは山
の堀の跡が出土。山中城の岱
丸（だいさきでまる）の堀を一部埋
たてて街道を造ったとされる。

30
東海道を通行する旅人に広く知られた
富士山の眺望地で、旅日記や絵画な
どに記録された。付近には、箱根越
えの時に詠んだとされる松尾芭蕉の句
碑がある。

38箱根旧街道の松並木

39三嶋暦と三嶋暦師の館

40三嶋大社

41三島宿の湧水河川
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42三石神社の時の鐘

2023現在

小田原駅～箱根町港（H・K・R路線）の箱根登山バス+
小田原駅～箱根湯本駅の箱根登山鉄道+
箱根町港・元箱根港～桃源台港の箱根海賊船 乗り降り自由

小田急線往復（出発駅～小田原まで）+指定区間内乗り降り自由
（箱根登山電車、箱根登山バス、箱根登山ケーブルカー、箱根ロープウェイ、東海バス 他）
※箱根周辺の観光施設の優待・割引特典付

※小田原駅発で、乗り物を乗り継いだ場合

三島市内～箱根峠間の東海バスの路線バス 1日乗り放題
※箱根周辺の観光施設の優待券付

箱根登山バス（小田原営業所）

Tel.0465-35-1271

東海バス

Tel.055-935-6611

小田急お客さまセンター

Tel.044-299-8200

大人3,600円/子供980円

大人1,100円/子供550円

大人5,000円/子供1,000円（2日間の場合）

芦ノ湖きっぷ

三島１日券みしまるきっぷ（フリーきっぷ）

箱根フリーパス

せん げん だいら

山中城跡

腰巻地区の石

富士見平の眺望笹原一里塚

笹原地区の石畳

畑作地帯からの眺望

三島宿の中を流れる複数の小河川は富
士山の湧水を水源とする清流で、宿場
の人々の生活用水、灌漑用水として使
われた。旅人もこの水でのどを潤し、
夏は水辺で涼を取った。

三島宿の湧水河川41

三島宿に時刻を知らせるため、寛永年
間（1624～1643）に三石神社境内に設
置された。江戸時代から旅人や三島宿
の人々に親しまれており、三島八景の
一つにも数えられていた。

三石神社の時の鐘42

三島宿の人々は鰻を三嶋大社の神の
使いとして保護。幕末に薩摩の兵が食
しても神罰が下らなかったことから三島
でも食べられるようになったという。三
島の鰻は富士の湧水と職人の技により
名物として知られる。

43

40
伊豆の国一宮として、源頼朝をはじめ
とした武家の崇敬を集めた。本殿・幣
殿・拝殿は国の重要文化財。宝物館
には国重文に指定された収蔵品が展示
されている。

三嶋大社

鰻料理


